
高単価少人数をターゲットとしたプログラムの開発が必要である。
／新たなアクティビティの開発が必要である。
山田でのカヤックのイメージが定着していない。
カヤックへの参加のハードルを下げることが必要である。／トイ
レの整備が必要である。
モデルコースの作成・発信が必要である。
かきとプログラムの連携が必要である。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

体
験
観
光

商品開発に関すること

ブランド力に関すること

受入体制に関すること

情報発信に関すること
異業種交流に関すること

山田町観光復興ビジョン 概要版

YAMADA TOWN

観光復興ビジョン策定のねらい
東日本大震災により甚大な被害を受けた当町において、観光的な魅力を再構築し、観光客の誘客につ
なげていくことが急務となっている。山田町観光復興ビジョン（以下、本ビジョンと言う。）は、観光
面から山田町の震災復興のあるべき姿を検討し、町民・地域組織・関係団体・事業者等の協力・連携に
よる観光まちづくりの指針等を定め、効果的に観光復興を推し進めることを目的とする。

観光復興ビジョンの位置づけ
本ビジョンは、第 9 次山田町総合計画の中に位置づけられ、山田町復興計画をはじめとする他の計画
と連携しながら推進するものである。

計画期間
本ビジョンは、平成 28 年度からの 5 カ年計画とする。計画期間終了前年度より、計画の成果と課題
の見直しを図ることとする。

山田町が、本計画を通じて実現を目指す、5年後の将来目標像として、以下を定める。

山田町の観光の将来目標像

我らがふるさと山田の、自然や暮らし・文化、地場産業の魅力を、
町民一人ひとりが自信を持って伝えることで、町内外の交流を創出する観光を目指します。

山田プライド

目指すべき方向性

共通課題

●観光を通じて、山田町の地域経済が潤うことが必要である。
●観光を通じて、生活の質が維持される（高まる）ことが必要である。
●観光を通じて、山田町民の活躍する場ができることが必要である。

個別の課題

山田らしい観光の姿を明確に
することが必要である

山田の看板商品をつくることが必要である。
山田への来訪、体験を通じて「山田ファン」を育てることが必要である。
山田の地域資源を大切にすることが必要である。

地域経済とのつながりを強化
することが必要である 

地場産業を活用することが必要である。
利益が出る仕組みをつくることが必要である。
宿泊型の観光地を目指すことが必要である。

民間事業者や住民が主体と
なった取り組みを推進するこ
とが必要である

民間中心で取り組むことが必要である。
町ぐるみで取り組むことが必要である。
山田町民が山田を学ぶことが必要である。

山田町の観光復興に向けた課題

山田としての柱となる新商品の開発が必要である。／観光客のニー
ズに合わせた商品開発が必要である。
山田産であることのＰＲ強化が必要である。
海産物の安定的な確保が難しい。／新たな販路開拓が必要である。
生産者との連携を深めることが必要である。／観光との連携を深
めることが必要である。
市場の把握が不十分である。

物
産

商品開発に関すること

ブランド力に関すること
流通や販売に関すること

異業種交流に関すること

マーケティングに関すること

復興需要終了後の需要が心配である。
観光客を受け入れるための宿泊容量が不足している。

宿泊需要に関すること
宿泊容量に関すること 

山田の柱となるメニューの開発が必要である。
山田産品の安定的な確保が難しい。／一番おいしい時期のかきが
入手できない。／かきの品質が時期によって違う。
連携に向けた仕組みやアレンジが必要である。
「食」に関するツーリズムの検討が必要である。

飲
食
、
グ
ル
メ
、
宿
泊

商品開発に関すること

食材の確保に関すること

異業種との連携に関すること
提供の仕方に関すること

復興かき小屋のオフシーズン対策が必要である。／顧客の新規開
拓が必要である。／地元の子供たちの利用促進が必要である。／
ビニールハウスの整備の充実が必要である。
観光客向けの行き先が思いつかない。

観
光
施
設

既存施設の効果的な活用に関すること

新規施設の必要性に関すること
案内看板の整備充実化が必要である。
多様な観光案内が必要である。
消費地からの交通手段の充実化が必要である。
交通拠点からの交通手段の充実化が必要である。
町内周遊の交通手段の充実化が必要である。

観
光
案
内
・
交
通

案内看板の整備に関すること
「人」による案内や人材育成に関すること
一次交通アクセスに関する課題
二次交通アクセスに関する課題
三次交通アクセスに関する課題

来訪理由の創出が必要である。
受入体制の充実が必要である。

誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

誘客方法に関すること
受入体制に関すること
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山田町の観光復興において、常に立ち返るべき最も重要な理念として、以下の 3点を定める。

山田町の観光復興の基本理念

地域経済が潤うことに
貢献する観光であること

山田町のあらゆる産業に、観光を通じて、経済効果を産み、
地域経済の向上に繋げること。

生活の質が高まることに
貢献する観光であること

山田町民の日常の暮らし、文化、環境と穏やかに共存し、
観光を通じて、その質を高めていくこと。

町民の活躍機会の創出に
貢献する観光であること

山田町民 1人 1人が有する個性や技術を大切にし、
観光を通じて、活躍の機会を創出すること。



基本理念 将来目標像 基本戦略 重点プロジェクト

行政、民間事業者、町民等が参画した、協働による取組体制

山田町観光復興ビジョン “山田プライド” の体系

地域経済が潤うことに
貢献する観光であること

山田町のあらゆる産業
に、観光を通じて、経
済効果を産み、地域経
済の向上に繋げること。

山田町らしい観光の姿を
具現化し、発信する

三陸地方や県内、東北地方における山田
町の観光のあり方を意識し、独自性ある
ポジションを確立し、町内外に発信する
（地域ブランドの確立）。
そのために、町民自身が、山田町の地域
性や地域資源を学び、これらを大切にし
ながら活用する。また、「山田ファン（リ
ピーター）」を育て、第二の故郷と感じ
てもらい、将来の移住にもつなげる。

観光と地域経済との
繋がりを強化する

観光を通じて経済効果を創出する。具体
的には、来訪した観光客による山田町の
生産物・サービス等の購入を促進すると
ともに、観光によって創出された地域イ
メージや人の繋がりを通じて、更に購入
を促進し、再来訪の動機づけも高める。
そのために、事業として成立する（利益
が出る）仕組みを作るとともに、宿泊滞
在を促進し、町内での消費機会、体験機
会を創出する。

民間主体による取り組みと、
官民・産業を超えた協働を推進する

継続的な取り組みを育て、地域経済との
繋がりを築くために、民間を主体とした
取り組みを推進する。町民が、住民、事
業者等、それぞれの立場から観光に関わ
ることを促進する。
その際には、官・民（行政と民間事業者）、
産業・住民（各産業や業界、住民）、地域（町
内各地区、周辺市町村）の壁を乗り越え
て連携し、協働する。

生活の質が高まることに
貢献する観光であること

山田町民の日常の暮ら
し、文化、環境と穏や
かに共存し、観光を通
じて、その質を高めて
いくこと。

町民の活躍機会の創出に
貢献する観光であること

山田町民 1 人 1 人が有
する個性や技術を大切
にし、観光を通じて、
活躍の機会を創出する
こと。
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１ エコツーリズム・
体験観光の推進

1-1
山田の魅力を体現する
体験プログラムの開発・提供
（販売）の促進

a 山田町の自然資源を活用した体験プログラムの開発・提供（販売）の促進
b 山田町の産業と連携した体験プログラムの開発・提供（販売）の促進
c 宿泊・滞在を促す体験プログラムの開発・提供（販売）の促進

1-2 エコツーリズム・体験観光の
提供体制の整備の促進

a エコツーリズム・体験観光の一元的な窓口の創設と、旅行者等への対応充実化の促進
b エコツーリズム・体験観光のガイド等の担い手育成の促進

1-3 エコツーリズム・体験観光を支える
周辺環境整備の促進

a エコツーリズム・体験観光を提供するフィールドの整備促進
b エコツーリズム・体験観光を支える周辺環境整備の促進

1-4 エコツーリズム・体験観光の
誘客・プロモーション強化

a 新規顧客の獲得に向けたプロモーションの強化促進
b 山田ファン、リピーターの育成・維持に向けた取り組みの強化促進

3-1 山田町らしい食メニューの
発掘と開発

a 郷土食の掘り起こし
b 「山田らしさ」を感じる新メニューの開発・提供・情報発信

3-2 山田町における宿泊滞在の促進 a 復興関係者等との持続的関係構築
b 宿泊滞在を促す新たな魅力づくりと、新たな顧客発掘の促進

3-3 飲食・宿泊の魅力向上 a 飲食・宿泊事業者の魅力向上の推進
b 同業種・異業種の連携の促進

a 広告・宣伝と広報、販売促進活動の実施促進

a 物産の開発・販売等を推進していく体制の検討

b 新たな販売チャネルの開発促進

1-5 エコツーリズム・体験観光に活用する資源等
の持続的活用に向けた取り組みの検討 a エコツーリズム・体験観光に活用する資源等の持続的活用に向けた取り組みの検討

4-1 山田町としての一体的な情報発信・
プロモーションの強化

a 山田町の魅力の掘り起こしと整理の促進
b 山田町としての一体的な情報発信・プロモーションの強化促進

4-2 三陸地域での連携商品開発と
情報発信・プロモーションの強化

a 三陸地域の市町村や交通事業者との広域連携による滞在プランの開発・提供の促進
b 三陸地域の情報発信・プロモーションの強化

4-3 山田ファン、リピーターの育成・
維持に向けた取り組みの促進

5-1 アウトドアレクリエーション環境の
整備の促進

5-4 地域シンボルとしてのオランダ島の
整備の促進

a 山田ファン、リピーターの育成・維持に向けた取り組みの促進

b 特産品の優位性（強み）の確立・維持と競争力の更なる強化促進
（→山田ブランドの管理、山田ブランドの拡張）

c 教育旅行、学習旅行等の受入に向けた体制強化の促進

c 特産品の供給量確保と安定供給の促進

c 生産・加工・流通販売事業 ( 者 ) と宿泊・観光事業 ( 者 ) との連携促進

d 山田の日常・非日常の暮らしをみせる体験プログラムの開発・提供（販売）の促進
e 震災関連プログラムの開発・提供（販売）の促進

2 観光を通じた
物産の販売促進

3
観光を通じた
飲食産業、

宿泊産業の推進

4
山田町の
情報発信・

プロモーション

5
山田観光の
立ち寄り拠点の

整備

6 町内を周遊できる
環境づくり

2-1 特産品の開発、生産維持

a 特産品化対象の選定と商品化の促進

2-2 流通・販売の促進

2-3 推進体制の検討

5-2 地域学習のための環境整備の促進
5-3 ビューポイントの発掘と整備の促進

a 船越家族旅行村と周辺施設、海水浴場の整備の促進

a 鯨と海の科学館を拠点とした地域学習や遊びの環境の整備の促進
a 町内のビュースポットの情報収集、整備の促進

a 地域シンボルとしてのオランダ島の整備の促進

6-1 周遊できる移動環境の整備の促進 a 山田町の魅力を味わえる移動のあり方の検討
6-2 町内の案内情報の整備の促進 a 山田町の魅力を味わえる案内のあり方の検討

本ビジョンは、観光関係機関・団体、事業者等か
らなる 12 名の策定委員（うち一般公募 2 名）、15
名のワーキング委員が、1 年間の議論を重ねて検討
したものである（策定委員会：全 3 回、ワーキング
会議：全 7回、専門部会：3部会×5回）。

山田町観光復興ビジョンについて 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 １１月 １２月 １月 ２月

策定委員会

ワーキング会議

専門部会（3部会）

第 1回 第２回

第 1・２回

第 1・２回

第 3回

第 3回

第 4回

勉強会②
第 4回勉強会①

第 5回

第 5回

第 6回 第 7回

第３回

常に立ち返るべき理念 目指す姿 将来目標像の実現に向けた基本の戦略 基本戦略に基づいて、重点的に実施するプロジェクト


